
JP 5072690 B2 2012.11.14

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電磁誘導によって被充電体を充電する無接点式充電装置であって、
　発振回路と、
　前記発振回路から出力された交流電圧によって交番磁界を発生する送電用コイルと、
　前記送電用コイルの上方に前記送電用コイルから離間する第１の位置と前記被充電体の
前記送電用コイルへの接近を許容する第２の位置との間で変位自在であり、前記第１の位
置において少なくとも上面が水平面に対して傾斜し、充電時に前記第２の位置において前
記被充電体を前記上面で保持するとともに前記送電用コイルに近接する板部材と、
　前記板部材を軸支する筐体であって前記板部材の傾斜方向において前記板部材の下流側
に配置された下流側部分が前記第１の位置にある前記板部材より上方へ突出しない筐体と
、
　前記板部材を前記第２の位置から前記第１の位置へ向けて付勢するとともに前記被充電
体の重量によって前記板部材を前記第２の位置へ変位させる付勢部材と、
　前記送電用コイルを保持する保持部材であって水平に配置される上側位置と前記上側位
置より下方で水平面に対して傾斜する下側位置との間で変位自在な保持部材と、
　前記板部材の前記第２の位置から前記第１の位置への変位にともなって前記保持部材を
前記上側位置から前記下側位置へ変位させ、前記板部材の前記第１の位置から前記第２の
位置への変位にともなって前記保持部材を前記下側位置から前記上側位置へ変位させる連
動機構と、を備え、
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　前記板部材が前記第２の位置にある状態で前記被充電体を充電する無接点式充電装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、電磁誘導によって被充電体を充電する無接点式充電装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コードレス電話機の子機等の被充電体を充電する充電装置として、近年では無接点式充
電装置が多く使用されている（例えば、特許文献１参照。）。従来の無接点式充電装置は
、商用電源に接続される発振回路、及び発振回路に接続される送電用コイルを備えている
。発振回路が送電用コイルに交流電圧を印加すると、送電用コイルは交番磁界を発生する
。
【０００３】
　被充電体は、受電用コイル、及び充電池を備えるのが一般的である。充電時に、被充電
体は、充電装置の載置部に載置される。載置部には送電用コイルが配置されている。被充
電体が載置部に載置されることで、送電用コイルと受電用コイルとが対向する。送電用コ
イルから発生した交番磁界によって、電磁誘導に基づく交流電圧が受電用コイルに誘起す
る。受電用コイルに誘起した交流電圧は、整流され、充電池に充電される。
【特許文献１】特開平７－１７０３１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の無接点式充電装置では、被充電体が充電装置の載置部に載置されていな
いときに、コイン等の金属異物が載置部に載る虞がある。金属異物が載置部に載ると、電
磁誘導加熱によって金属異物が異常昇温する虞がある。
【０００５】
　電磁誘導加熱による金属異物の異常昇温を抑制するために、特許文献１には、載置部の
うち送電用コイルと受電用コイルとが対向する面を、鉛直に配置する技術が記載されてい
る。この技術では、載置部の底面に金属異物が寝た状態で載った場合の電磁誘導加熱によ
る金属異物の異常昇温の抑制を期待できるが、載置部に金属異物が立った状態で載った場
合、及び、複数の金属異物が積み重なった場合は、電磁誘導加熱による金属異物の異常昇
温を抑制できない。
【０００６】
　この発明の目的は、金属異物の送電用コイルへの接近を抑制する部材を備えることで電
磁誘導加熱による金属異物の異常昇温を抑制できる無接点式充電装置を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明の無接点式充電装置は、電磁誘導によって被充電体を充電する無接点式充電装
置であって、発振回路、送電用コイル、板部材、筐体、及び付勢部材を備える。送電用コ
イルは、発振回路から出力された交流電圧によって交番磁界を発生する。板部材は、送電
用コイルの上方に送電用コイルから離間する第１の位置と被充電体の送電用コイルへの接
近を許容する第２の位置との間で変位自在であり、第１の位置において少なくとも上面が
水平面に対して傾斜する。筐体は、板部材を軸支する筐体であって、板部材の傾斜方向に
おいて、第１の位置にある板部材の下流側に配置された下流側部分が板部材より上方へ突
出しない。付勢部材は、板部材を第２の位置から第１の位置へ向けて付勢するとともに被
充電体の重量によって板部材を第２の位置へ変位させる。無接点式充電装置は、板部材が
第２の位置にある状態で被充電体を充電する。
【０００８】
　この構成では、非充電時には板部材は第１の位置に配置され、充電時には被充電体の重
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量によって板部材が付勢部材の付勢力に抗して押し下げられることで第２の位置に配置さ
れる。板部材は、第１の位置において、送電用コイルの上方に送電用コイルから離間する
。板部材が第１の位置にあるとき、板部材の上面が水平面に対して傾斜しているので、金
属異物が板部材上に落下した場合でも、金属異物は板部材上から充電装置の外部へ滑り落
ちる。
【０００９】
　上述の構成において、板部材は、充電時に第２の位置において被充電体を上面で保持す
るとともに送電用コイルに近接するように構成されていてもよい。充電時に、板部材上に
被充電体が載置され、板部材が第２の位置へ変位して送電用コイルに近接するので、板部
材を挟んで送電用コイルから被充電体へ交番磁界が及び、被充電体が充電される。非充電
時には板部材は第１の位置へ配置されるので、板部材によって金属異物の送電用コイルへ
の接近が抑制され、電磁誘導加熱による金属異物の異常昇温が抑制される。
【００１０】
　また、上方に開口する開口部を有する凹状の受け部をさらに備え、送電用コイルは、受
け部の底面に下方から対向するように配置され、板部材は、第１の位置において開口部の
少なくとも一部を閉塞し、第２の位置において底面に近接するように構成されていてもよ
い。非充電時に、板部材は第１の位置に配置され、板部材によって金属異物の受け部への
侵入が抑制される。充電時に、板部材が第２の位置に配置され、板部材を挟んで送電用コ
イルから板部材上の被充電体へ交番磁界が及び、被充電体が充電される。したがって、非
充電時に板部材によって金属異物の送電用コイルへの接近が抑制され、電磁誘導加熱によ
る金属異物の異常昇温が抑制される。
【００１１】
　さらに、板部材の上面は、第２の位置において水平に配置されることが好ましい。被充
電体は板部材の上面上に載置される。第２の位置において板部材の上面が水平に配置され
れば、被充電体を載置する水平面内における方向の自由度が向上する。
【００１２】
　また、送電用コイルを保持する保持部材であって水平に配置される上側位置と上側位置
より下方で水平面に対して傾斜する下側位置との間で変位自在な保持部材と、板部材の第
２の位置から第１の位置への変位にともなって保持部材を上側位置から下側位置へ変位さ
せ、板部材の第１の位置から第２の位置への変位にともなって保持部材を下側位置から上
側位置へ変位させる連動機構と、をさらに備えていてもよい。非充電時には、板部材は第
１の位置に配置され、保持部材は下側位置に配置され、板部材の上面及び保持部材がとも
に水平面に対して傾斜する。このため、金属異物は、板部材上に落下した場合でも、板部
材上から充電装置の外部へ滑り落ち、もし板部材をすり抜けて保持部材上に落下した場合
でも、保持部材が傾斜しているので保持部材上から滑り落ちる。このように、非充電時に
は、板部材及び保持部材によって金属異物の送電用コイルへの接近が抑制される。また、
充電時には、板部材上に被充電体が載置されることで、板部材及び保持部材がともに水平
状態で互いに対向し、板部材を挟んで送電用コイルから被充電体へ交番磁界が及び、被充
電体が充電される。
【００１３】
　さらに、上方に開口する開口部を有する凹状の受け部をさらに備え、送電用コイルは、
受け部の底面に下方から対向するように配置され、板部材は、基端部を開口部の互いに対
向する縁部に軸支された２個の蓋部材を含み、第１の位置において、蓋部材のそれぞれの
先端部がそれぞれの基端部より上方で互いに接することで山型を呈するように構成されて
いてもよい。非充電時に金属異物が板部材上に落下した場合でも、金属異物は山型を呈す
る板部材上から充電装置の外部へ滑り落ちる。したがって、非充電時に板部材によって金
属異物の送電用コイルへの接近が抑制され、電磁誘導加熱による金属異物の異常昇温が抑
制される。
【００１４】
　また、受け部の底面は、水平であることが好ましい。被充電体が受け部の底面に載置さ
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れる場合に、受け部の底面が水平であれば、被充電体を載置する水平面内における方向の
自由度が向上する。また、受け部の底面が水平であって送電用コイルの軸方向が底面に垂
直であれば、送電用コイルから発生した交番磁界によって被充電体の受電用コイルに誘起
される電磁誘導に基づく交流電圧が、大きくなる。このように、充電効率が向上する。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明によれば、板部材が第１の位置にあるとき、板部材の上面が水平面に対して傾
斜しているので、金属異物が板部材上に落下した場合でも、金属異物を板部材上から充電
装置の外部へ滑り落ちさせることができる。このため、板部材によって金属異物の送電用
コイルへの接近を抑制することができ、電磁誘導加熱による金属異物の異常昇温を抑制す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下に、この発明を実施するための最良の形態について、図面に基づいて説明する。図
１は、この発明の第１の実施形態に係る無接点式充電装置１０の非充電時の断面図である
。図２は、無接点式充電装置１０の充電時の断面図である。図１及び図２では、切断面の
断面表記を省略している。
【００１７】
　無接点式充電装置１０は、一例として、コードレス電話機の子機を充電する充電装置と
して用いられる。コードレス電話機の子機は、被充電体１００の一例である。
【００１８】
　充電装置１０は、筺体２０、板部材３０、支持部材４０、バネ５０、及び送電用コイル
６０を備えている。バネ５０は、この発明の付勢部材に相当する。
【００１９】
　筺体２０は、水平面に対して傾斜する筺体上面２１を有している。筺体２０は、上方に
開口する開口部２２を有する凹状の受け部２３を有している。受け部２３の底面２４は、
水平であることが好ましい。
【００２０】
　送電用コイル６０は、底面２４に下方から対向するように筺体２０内に配置されている
。送電用コイル６０は、軸方向が底面２４に垂直となるように配置されることが好ましい
。送電用コイル６０は、交流電圧を印加されることで、交番磁界を発生する。
【００２１】
　板部材３０は、支持部材４０によって支持されている。支持部材４０は、この実施形態
ではＬ字状を呈している。支持部材４０は、一端部が板部材３０に固定され、他端部が筺
体２０に軸支されている。これによって、板部材３０は、図１に示す所定の第１の位置と
、図２に示す所定の第２の位置との間で変位自在にされている。バネ５０は、例えばねじ
りバネであって、板部材３０を第２の位置から第１の位置へ向けて付勢している。
【００２２】
　第１の位置は、送電用コイル６０の上方に送電用コイル６０から離間した位置である。
板部材３０は、非充電時には第１の位置に配置される。板部材３０は、第１の位置におい
て、開口部２２の少なくとも一部を閉塞する。この実施形態では、板部材３０は、第１の
位置において開口部２２の略全域を閉塞する。
【００２３】
　板部材３０の少なくとも上面３１は、第１の位置において水平面に対して傾斜している
。この実施形態では、板部材３０は一様な厚さを有している。板部材３０の上面３１は、
第１の位置において、筺体上面２１と略同一面に配置されることが好ましい。
【００２４】
　筐体２０は、支持部材４０を介して板部材３０を軸支している。板部材３０の傾斜方向
において、筐体２０のうち板部材３０の下流側に配置された下流側部分は、第１の位置に
ある板部材３０より上方へ突出していない。
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【００２５】
　板部材３０の上面３１及び筺体上面２１が水平面に対して傾斜しているので、板部材３
０の上面３１又は筺体上面２１に、コイン等の金属異物が落下した場合でも、金属異物は
板部材３０又は筺体上面２１上から充電装置１０の外部へ滑り落ちる。このため、板部材
３０によって金属異物の送電用コイル６０への接近が抑制される。
【００２６】
　板部材３０の上面３１及び筺体上面２１の傾斜方向において、受け部２３の上流側上端
縁部に、下流側へ延出する延出部２５が設けられている。上面３１等の傾斜方向に直交す
る方向（図１の紙面に対して垂直方向）において、延出部２５の寸法は、板部材３０の寸
法と略同じであることが好ましい。上面３１等の傾斜方向において、延出部２５は、受け
部２３の上流側側面２６と板部材３０との間隙を覆うように形成されている。延出部２５
によって、金属異物の受け部２３内への侵入がより確実に抑制され、金属異物の送電用コ
イル６０への接近がより確実に抑制される。
【００２７】
　第２の位置は、図２に示すように、板部材３０が受け部２３の底面２４に近接する位置
である。板部材３０が第２の位置にあることで、被充電体１００の送電用コイル６０への
接近が許容される。充電時に被充電体１００が板部材３０上に載置されると、板部材３０
は、被充電体１００の重量によってバネ５０の付勢力に抗して第２の位置へ変位する。板
部材３０は、充電時に、第２の位置において被充電体１００を上面３１で保持する。
【００２８】
　充電時に、板部材３０上に被充電体１００が載置され、板部材３０が第２の位置へ変位
して送電用コイル６０に近接するので、板部材３０を挟んで送電用コイル６０から被充電
体１００へ交番磁界が及び、被充電体が充電される。
【００２９】
　板部材３０の上面３１は、第２の位置において水平に配置されることが好ましい。上述
のように、充電時に被充電体１００は板部材３０上に載置される。被充電体１００が多く
のコードレス電話機の子機のように表示部を有している場合、充電時に被充電体１００の
表示部が下向きにならないことが好ましい。第２の位置において板部材３０の上面３１が
水平に配置されれば、被充電体１００を水平面内のいずれの方向へ向けた場合でも、表示
部が下向きになりにくい。したがって、第２の位置において板部材３０の上面３１が水平
に配置されれば、被充電体１００を載置する水平面内における方向の自由度が向上する。
【００３０】
　図３は、無接点式充電装置１０の電気的構成を示すブロック図である。
【００３１】
　充電装置１０は、送電用コイル６０の他に、発振回路６１、スイッチング回路６２、及
び整流回路６３を備えている。被充電体１００は、充電池１０１、整流平滑回路１０２、
及び受電用コイル１０３を備えている。
【００３２】
　整流回路６３は、商用電源２００から供給される交流電圧を直流電圧に整流してスイッ
チング回路６２へ出力する。スイッチング回路６２は、被充電体１００の充電池１０１の
充電状態を検出し、充電池１０１が所定の満充電状態でない場合に発振回路６１へ直流電
圧を出力し、充電池１０１が所定の満充電状態になると発振回路６１への直流電圧の出力
を停止する。
【００３３】
　発振回路６１は、スイッチング回路６２から出力された直流電圧を交流電圧に変換し、
交流電圧を送電用コイル６０へ出力する。送電用コイル６０は、発振回路６１から出力さ
れた交流電圧によって交番磁界を発生する。
【００３４】
　送電用コイル６０から発生した交番磁界によって、電磁誘導に基づく交流電圧が受電用
コイル１０３に誘起する。整流平滑回路１０２は、受電用コイル１０３に誘起した交流電
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圧を整流及び平滑化し、充電池１０１を充電する。
【００３５】
　図２に示すように、受け部２３の底面２４及び第２の位置における板部材３０の上面３
１がともに水平であって、送電用コイル６０の軸方向が底面２４に垂直である。このため
、送電用コイル６０の軸方向と受電用コイル１０３の軸方向とが平行になりやすい。した
がって、送電用コイル６０から発生した交番磁界によって被充電体１００の受電用コイル
１０３に誘起される電磁誘導に基づく交流電圧が、大きくなり、充電効率が向上する。
【００３６】
　充電装置１０では、上述のように、板部材３０の上面３１が水平面に対して傾斜してい
るので、板部材３０の上面３１にコイン等の金属異物が落下した場合でも、金属異物は板
部材３０上から滑り落ち、受け部２３内に入らない。このため、板部材３０によって金属
異物の送電用コイル６０への接近が抑制される。したがって、電磁誘導加熱による金属異
物の異常昇温が抑制される。
【００３７】
　また、金属異物が板部材３０の上面３１を滑らず上面３１上に停止した場合でも、第１
の位置では板部材３０は送電用コイル６０から離間しているので、電磁誘導加熱が起こら
ず、金属異物が異常昇温しない。
【００３８】
　図４（Ａ）は第２の実施形態に係る無接点式充電装置１０Ａの非充電時の断面図であり
、図４（Ｂ）は充電時の断面図である。図４（Ａ）及び図４（Ｂ）では、切断面の断面表
記を省略している。
【００３９】
　この実施形態に係る充電装置１０Ａの電気的構成は、充電装置１０と同様に構成されて
いる。
【００４０】
　充電装置１０Ａでは、筺体２０Ａは凹部２７Ａを有している。板部材３０Ａの基端部３
２Ａは、凹部２７Ａの上端縁部に軸支されている。板部材３０Ａは、図４（Ａ）に示す第
１の位置と図４（Ｂ）に示す第２の位置との間で変位自在にされている。板部材３０Ａは
、第１の位置において水平面に対して傾斜し、第２の位置において略水平に配置される。
【００４１】
　板部材３０Ａの基端部３２Ａと反対側の先端部３３Ａに、バネ５０Ａの一端部が固定さ
れ、バネ５０Ａの他端部は筺体２０Ａの縁部上面に固定されている。板部材３０Ａは、バ
ネ５０Ａによって第２の位置から第１の位置へ向けて付勢されている。バネ５０Ａとして
、例えば圧縮バネが用いられる。
【００４２】
　板部材３０Ａの先端部３３Ａには、下方へ延びるカバー部３４Ａが設けられている。カ
バー部３４Ａは、凹部２７Ａ内への金属異物の横方向からの侵入を防いでいる。
【００４３】
　板部材３０Ａの基端部３２Ａには、第１ギヤ３５Ａが装着されている。第１ギヤ３５Ａ
は、板部材３０Ａの第１の位置と第２の位置との間の変位にともなって回転する。
【００４４】
　送電用コイル６０Ａは、保持部材７０Ａに保持されている。保持部材７０Ａの基端部７
１Ａは、板部材３０Ａの基端部３２Ａの近傍において筺体２０Ａに軸支されている。保持
部材７０Ａは、図４（Ｂ）に示す上側位置と図４（Ａ）に示す下側位置との間で変位自在
である。保持部材７０Ａは、上側位置において略水平に配置され、下側位置において上側
位置より下方で水平面に対して傾斜する。
【００４５】
　保持部材７０Ａの基端部７１Ａには、第２ギヤ７２Ａが装着されている。第２ギヤ７２
Ａは、保持部材７０Ａの上側位置と下側位置との間の変位にともなって回転する。第１ギ
ヤ３５Ａと第２ギヤ７２Ａとは、互いに噛み合っており、板部材３０Ａの変位にともなっ



(7) JP 5072690 B2 2012.11.14

10

20

30

40

50

て保持部材７０Ａも変位する。第１ギヤ３５Ａ及び第２ギヤ７２Ａは、この発明の連動機
構に相当する。
【００４６】
　板部材３０Ａが第２の位置から第１の位置へ変位すると、これにともなって保持部材７
０Ａは上側位置から下側位置へ変位する。また、板部材３０Ａが第１の位置から第２の位
置へ変位すると、これにともなって保持部材７０Ａは下側位置から上側位置へ変位する。
【００４７】
　非充電時は、図４（Ａ）に示すように、板部材３０Ａは第１の位置に配置され、保持部
材７０Ａは下側位置に配置される。
【００４８】
　非充電時には、板部材３０Ａの上面３１Ａ及び保持部材７０Ａがともに水平面に対して
傾斜する。このため、金属異物は、板部材３０Ａ上に落下した場合でも、板部材３０Ａ上
から充電装置１０Ａの外部へ滑り落ちる。金属異物がもし板部材３０Ａをすり抜けて保持
部材７０Ａ上に落下した場合でも、保持部材７０Ａが傾斜しているので保持部材７０Ａ上
から滑り落ちる。このように、非充電時には、板部材３０Ａ及び保持部材７０Ａによって
金属異物の送電用コイル６０Ａへの接近が抑制される。
【００４９】
　充電時は、図４（Ｂ）に示すように、板部材３０Ａは第２の位置に配置され、保持部材
７０Ａは上側位置に配置される。充電時に、板部材３０Ａ上に被充電体１００が載置され
ることで、板部材３０Ａ及び保持部材７０Ａがともに水平状態で互いに対向し、板部材３
０Ａを挟んで送電用コイル６０Ａから被充電体１００へ交番磁界が及び、被充電体１００
が充電される。
【００５０】
　図５（Ａ）は第３の実施形態に係る無接点式充電装置１０Ｂの非充電時の断面図であり
、図５（Ｂ）は充電時の断面図である。図５（Ａ）及び図５（Ｂ）では、切断面の断面表
記を省略している。
【００５１】
　この実施形態に係る充電装置１０Ｂの電気的構成は、充電装置１０と同様に構成されて
いる。
【００５２】
　充電装置１０Ｂでは、筺体２０Ｂは凹部２７Ｂを有している。板部材３０Ｂの基端部３
２Ｂは、凹部２７Ｂの上端縁部に軸支されている。板部材３０Ｂは、図５（Ａ）に示す第
１の位置と図５（Ｂ）に示す第２の位置との間で変位自在にされている。板部材３０Ｂは
、第１の位置において水平面に対して傾斜し、第２の位置において略水平に配置される。
【００５３】
　板部材３０Ｂは、バネ５０Ｂによって第２の位置から第１の位置へ向けて付勢されてい
る。バネ５０Ｂとして、例えばねじりバネが用いられる。
【００５４】
　板部材３０Ｂの基端部３２Ｂの反対側の先端部３３Ｂには、下方へ延びるラック部３６
Ｂが設けられている。板部材３０Ｂの基端部３２Ｂより若干低い位置であって、ラック部
３６Ｂと噛み合う位置に、ピニオン７２Ｂが配置されている。ピニオン７２Ｂと同軸に、
保持部材７０Ｂの基端部７１Ｂが筺体２０Ｂに軸支されている。ピニオン７２Ｂと保持部
材７０Ｂとは一体的に変位する。ラック部３６Ｂ及びピニオン７２Ｂは、この発明の連動
機構に相当する。
【００５５】
　保持部材７０Ｂは、図５（Ｂ）に示す上側位置と図５（Ａ）に示す下側位置との間で変
位自在である。保持部材７０Ｂは、上側位置において略水平に配置され、下側位置におい
て上側位置より下方で水平面に対して傾斜する。
【００５６】
　板部材３０Ｂが第２の位置から第１の位置へ変位すると、これにともなって保持部材７
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０Ｂは上側位置から下側位置へ変位する。また、板部材３０Ｂが第１の位置から第２の位
置へ変位すると、これにともなって保持部材７０Ｂは下側位置から上側位置へ変位する。
【００５７】
　非充電時は、図５（Ａ）に示すように、板部材３０Ｂは第１の位置に配置され、保持部
材７０Ｂは下側位置に配置される。
【００５８】
　非充電時には、板部材３０Ｂの上面３１Ｂ及び保持部材７０Ｂがともに水平面に対して
傾斜する。このため、金属異物は、板部材３０Ｂ上に落下した場合でも、板部材３０Ｂ上
から充電装置１０Ｂの外部へ滑り落ちる。金属異物がもし板部材３０Ｂをすり抜けて保持
部材７０Ｂ上に落下した場合でも、保持部材７０Ｂが傾斜しているので保持部材７０Ｂ上
から滑り落ちる。このように、非充電時には、板部材３０Ｂ及び保持部材７０Ｂによって
金属異物の送電用コイル６０Ｂへの接近が抑制される。
【００５９】
　充電時は、図５（Ｂ）に示すように、板部材３０Ｂは第２の位置に配置され、保持部材
７０Ｂは上側位置に配置される。充電時に、板部材３０Ｂ上に被充電体１００が載置され
ることで、板部材３０Ｂ及び保持部材７０Ｂがともに水平状態で互いに対向し、板部材３
０Ｂを挟んで送電用コイル６０Ｂから被充電体１００へ交番磁界が及び、被充電体１００
が充電される。
【００６０】
　図６（Ａ）は第４の実施形態に係る無接点式充電装置１０Ｃの非充電時の断面図であり
、図６（Ｂ）は充電時の断面図である。図６（Ａ）及び図６（Ｂ）では、切断面の断面表
記を省略している。
【００６１】
　この実施形態に係る充電装置１０Ｃの電気的構成は、充電装置１０と同様に構成されて
いる。
【００６２】
　充電装置１０Ｃでは、筺体２０Ｃの筺体上面２１Ｃは、切妻屋根の如く中央線から両側
へ下り傾斜している。筺体２０Ｃは、中央部に、上方に開口する開口部２２Ｃを有する凹
状の受け部２３Ｃを備えている。
【００６３】
　板部材３０Ｃは、２個の蓋部材３７Ｃ，３８Ｃを含む。蓋部材３７Ｃ，３８Ｃのそれぞ
れの基端部３７１Ｃ，３８１Ｃは、開口部２２Ｃの互いに対向する縁部に軸支されている
。
【００６４】
　蓋部材３７Ｃ，３８Ｃは、図６（Ａ）に示す第１の位置と図６（Ｂ）に示す第２の位置
との間で変位自在である。蓋部材３７Ｃ，３８Ｃは、第１の位置において、それぞれの基
端部３７１Ｃ，３８１Ｃの反対側の先端部３７２Ｃ，３８２Ｃが、基端部３７１Ｃ，３８
１Ｃより上方で互いに接している。これによって、板部材３０Ｃは、第１の位置において
山型を呈している。蓋部材３７Ｃ，３８Ｃのそれぞれの上面３７３Ｃ，３８３Ｃは、外側
へ向けて下り傾斜している。
【００６５】
　蓋部材３８Ｃは、先端部３８２Ｃの下面に、突起部３８４Ｃを有している。突起部３８
４Ｃは、蓋部材３７Ｃ側に斜面３８５Ｃを有している。斜面３８５Ｃは、蓋部材３７Ｃ，
３８Ｃが第１の位置にあるとき、蓋部材３７Ｃの先端部３７２Ｃに所定の角度で当接する
。
【００６６】
　蓋部材３７Ｃは、第２の位置において、受け部２３Ｃの内側面２６Ｃに近接する。蓋部
材３８Ｃの第２の位置は、受け部２３Ｃの外部に設定されている。
【００６７】
　蓋部材３７Ｃ，３８Ｃのそれぞれは、図示しない付勢部材によって、第２の位置から第
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１の位置へ向けて付勢されている。充電装置１０Ｃの付勢部材として、例えばねじりバネ
が用いられる。
【００６８】
　被充電体１００は、蓋部材３７Ｃを押し下げるようにして受け部２３Ｃ内に載置される
。蓋部材３７Ｃが押し下げられると、蓋部材３７Ｃの先端部３７２Ｃが突起部３８４Ｃの
斜面３８５Ｃを摺動することで、蓋部材３７Ｃから蓋部材３８Ｃへ、第２の位置へ向かう
方向の力が伝達される。蓋部材３７Ｃは、被充電体１００の重量によって第１の位置から
第２の位置へ変位し、蓋部材３８Ｃは、蓋部材３７Ｃから伝達された力によって第１の位
置から第２の位置へ変位する。
【００６９】
　非充電時に、図６（Ａ）に示すように、板部材３０Ｃは第１の位置に配置され、板部材
３０Ｃの上面が山型を呈するので、金属異物が板部材３０Ｃ上に落下した場合でも、金属
異物は板部材３０Ｃ上から充電装置１０Ｃの外部へ滑り落ちる。したがって、非充電時に
板部材３０Ｃによって金属異物の送電用コイル６０Ｃへの接近が抑制され、電磁誘導加熱
による金属異物の異常昇温が抑制される。
【００７０】
　充電時に、図６（Ｂ）に示すように、板部材３０Ｃは第２の位置に配置され、受け部２
３Ｃ内に被充電体１００が載置される。充電時に、受け部２３Ｃ内に被充電体１００が載
置されると、送電用コイル６０Ｃと受電用コイル１０３とが互いに対向し、送電用コイル
６０Ｃから受電用コイル１０３へ交番磁界が及び、被充電体１００が充電される。
【００７１】
　受け部２３Ｃの底面２４Ｃは、水平であることが好ましい。被充電体１００が受け部２
３Ｃの底面２４Ｃに載置された場合に、受け部２３Ｃの底面２４Ｃが水平であれば、被充
電体１００を載置する水平面内における方向の自由度が向上する。また、受け部２３Ｃの
底面２４Ｃが水平であって送電用コイル６０Ｃの軸方向が底面２４Ｃに垂直であれば、送
電用コイル６０Ｃから発生した交番磁界によって被充電体１００の受電用コイル１０３に
誘起される電磁誘導に基づく交流電圧が、大きくなり、充電効率が向上する。
【００７２】
　最後に、上述の実施形態の説明は、すべての点で例示であって、制限的なものではない
と考えられるべきである。本発明の範囲は、上述の実施形態ではなく、特許請求の範囲に
よって示される。さらに、本発明の範囲には、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内
でのすべての変更が含まれることが意図される。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】この発明の第１の実施形態に係る無接点式充電装置の非充電時の断面図である。
【図２】無接点式充電装置の充電時の断面図である。
【図３】無接点式充電装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図４】（Ａ）は第２の実施形態に係る無接点式充電装置の非充電時の断面図であり、（
Ｂ）は充電時の断面図である。
【図５】（Ａ）は第３の実施形態に係る無接点式充電装置の非充電時の断面図であり、（
Ｂ）は充電時の断面図である。
【図６】（Ａ）は第４の実施形態に係る無接点式充電装置の非充電時の断面図であり、（
Ｂ）は充電時の断面図である。
【符号の説明】
【００７４】
　１０，１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ　無接点式充電装置
　２０，２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ　筺体
　２１，２１Ｃ　筺体上面
　２２，２２Ｃ　開口部
　２３，２３Ｃ　受け部
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　２４，２４Ｃ　低面
　２５　延出部
　２７Ａ，２７Ｂ　凹部
　３０，３０Ａ，３０Ｂ，３０Ｃ　板部材
　３１，３１Ａ，３１Ｂ　上面
　３５Ａ　第１ギヤ（連動機構）
　３６Ｂ　ラック部（連動機構）
　３７Ｃ，３８Ｃ　蓋部材
　３７１Ｃ，３８１Ｃ　基端部
　３７２Ｃ，３８２Ｃ　先端部
　３７３Ｃ，３８３Ｃ　上面
　４０　支持部材
　５０，５０Ａ，５０Ｂ　バネ
　６０，６０Ａ，６０Ｂ，６０Ｃ　送電用コイル
　６１　発振回路
　７０Ａ，７０Ｂ　保持部材
　７２Ａ　第２ギヤ（連動機構）
　７２Ｂ　ピニオン（連動機構）
　１００　被充電体
　１０３　受電用コイル

【図１】

【図２】

【図３】
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